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追加 田村俊吉(東歯大薬理)
肥満児に対する治療について意見を述べた。
質問 中山喜弘(九段坂病院〉
向性， 同年令， 同身長の平均体重を 20%こえるもの
を肥満児とするとして，これら肥満児はすべて治療の対
象になりますか。
解答 新美仁男(千葉大〉
肥満児の判定にはいろいろ問題がありますが，大体
十20%を越える頃より太り始めたという訴えが多いこ
とから +20%以上を肥満児としました。
そこで +20%以上になっても直ちに治療の対象とな
らないものもあります。しかし肥満児の治療は非常に困
難で，肥満度は増加傾向を示すことが多いので，これを
防ぐ意味で，ある程度の食事制限と運動をさせることが
必要のように思われる。 
44. 大気汚染と小児の健康
山口正敏，他アレルギー班全員
(千葉大)
市原市五井養老川河口附近は，産業構造が四日市市の
それと酷似している。植物の報告もこの地区が最も激し
く， S02量は， 昭和 37年に比し， 40年は約 10倍に著
増している。われわれは「大気汚染の小児の呼吸器への
影響」ということを中心テーマとし，将来の基礎データ
とするため，この地区の 3，4才児，五井小学校 3，6年
生を対象に，また市原市の山間部を対照として昨年より
調査を行なった。調査結果では，五井地区ですでに対照
地区に比し気管支炎患者が多いこと，咽頭細菌叢で病的
細菌のしめる割合が高いこと， N asal Smearでアレル
ギー型が多いこと，入枝が次に述べるように五井小 3年
で肺機能が低いこと，また対照地区で家塵，ブタ草の皮
内試験の陽性率が高いこと等が注目された。四日市では
企業操業より，瑞息発生までに 7，_.8年の潜伏期間があ
り，市原ではまだ 4，_.5年であるので，これからも医学
的追跡調査が必要であると考える。 
45. 大気汚染と学童の肺換気機能
入枝幸三郎，他アレJレギー研究班全員
(千葉大〉
汚染校に五井小学校，非汚染校に養老，市西小学校の 
3年， 6年生を選び， 41年6月， 1月の 2回， P，F， 
M，Vitalorにより， PFR，FVC，お1EFR，FEV 1.0を
測定し，身長別群で比較検討した。 
① PFR。男女共 3年では， 汚染校は，対照に比し低
値で， 6年では， 6月男女共汚染校が高値を示したが， 
1月男は一定傾向なく， 女は汚染校が低値を示した。 
② MEFRo 11月男を除いて， 3年男女共汚染校は低値
傾向があり， 6年 1月女は汚染校が高値を， その他身
長が大なるほど汚染校が高値を示した。③ FEV 1.00 3 
年男女共2回共汚染校は低値で， 6月女の l身長群で有
意の差があった (Pく0.05)0 6年では一定傾向はなかっ
た。④ FVCo2回共 3年男女は汚染校は低値で，女の
一身長群で有意の差があった。 6年は，身長の大なるほ
ど汚染校が高値を示した。
結論。 6月 1月の 2回を通じて， 3年(低学年)で
は，汚染校が低値を示し，閉塞性換気障害を示唆した。
高学年になるにつれ，その差はなくなり，叉一部非汚染
校より高値を示した。
追加 中山喜弘(九段坂病院)
大気汚染と小児の気管支端息との関係について私の仮
設を追加し御批判を得たい。
小児アレルギー研究班の調査によると学童瑞息は都会
では農村地区の 2倍の頻度があります。 これだけみる
と，大気汚染が悪い影響を与えているようにみえます
が，各学年別に頻度をみると，小学 l年生より 2年" 3 
年， 4年， 5年， 6年，と確実に瑞息児は減少し中学生で
は小学 l年生の半分となります。大気汚染が関係あれば
増えるはずです。
一方，小児の気管支哨息の発病年令を調べるとその 80
%は 5才以下に発病しています。ですから，免疫学的に
未熟な気管支に大気汚染が悪影響を及ぼすのは 5，6才
までであると考えます。
したがってアトピー性の小児では丸 6才まで空気の
よいところで育てると瑞息になるのを少なくとも現在の
半分に減少させることができるのではなかろうかと思
フ。 
46. 薬品過敏症々例
中島春美，渡辺和彦(佼成病院)
薬品アレノレギー症は，成人に比し小児では，かなり少
ないとされている。
今回，塗布反応， P.K.テスト陽性を呈した，二症例
について報告した。
症例 1 4才5ヵ月の男児，家族歴，既住歴に特別の
ことはない。パイロン服用後 3日目より，全身の紅斑，
水癌， ビランを呈し，第 8病日に血小板，白血球減少を
認め， 第 20病日頃より色素沈着を残し治癒， 原因は，
パイロン中のサリチルアミドと思われ，塗布反応 P.K.
テスト陽性を示した。
症例I 1才の男児，母親にアレルギー疾患あり。ア
